
はじめに
カーボンナノファイバーの表面処理、特に、酸化性溶液による処理は複合材料を作製す

る際の界面接合を向上させるためや合成時の金属触媒を除去するために行われている。こ
れらプラス面と同時に、カーボンナノファイバーを電極として使用する際の酸電解質溶液
による表面の劣化の様なマイナス面も考慮される必要がある。しかしながら、カーボンナ
ノファイバー表面への酸化性溶液処理による表面近傍での影響は、理解されていないのが
現状である。産業利用を見据えるためには、カーボンナノファイバーの酸化性溶液による
表面処理を精査することは重要である。そこで、本研究ではカーボンナノファイバーとし
て気相成長炭素繊維VG用い、それを硝酸、濃硫酸、希硫酸、過酸化水素水にて処理
し、その表面近傍への各処理の影響を検討した。特に、X線光電子分光測定による表面の
炭素に対する酸素の相対量O比や官能基の種類とそれらの相対量、走査型電子顕微鏡
による表面組織変化、熱分析による官能基の安定性に注目した。

実験方法
気相成長炭素繊維VGH昭和電工!を用い、濃硝酸Mk、濃硫
酸Mk、希硫酸Mk、過酸化水素M
k水溶液を入れた容器中に密閉し、℃で日間処理を行った。溶液処理した試料
を蒸留水で洗浄し、℃で時間乾燥させ、各種分析用試料とした。X線光電子分光測定
XP ; ULVAPH, PHにより、表面のO比および官能基の種類とそれら
の相対量の解析を行った。処理前後の表面の組織変化を高分解能走査型電子顕微鏡
M ; HAHUを用いて行った。熱分析は示差熱熱重量測定GDA ; R
k P G により、窒素雰囲気中で行った。

結果と考察
硝酸で処理したカーボンナノファイバーは、処理日数の経過とともにO比の増減を繰

り返し、O比が大きい、、日間処理ではOO基の増加が見られ、O比が小さ
い、、日間処理ではOO基の減少が見られた。このOO基の増減がO比の
増減と対応する結果となった。つまり、表面での官能基は酸素の吸着後O基からO
O基となり、Oとして脱離し、その後、酸素の吸着からOの脱離を繰り返すと考えられ
る。それらの官能基の変化に伴い、硝酸処理において、表面観察から処理日を追うごとに
表面が剥離しているような組織がより多く見られた。
濃硫酸で処理したカーボンナノファイバーは、O比が大幅に増加し、O基および
O基のような硫黄を含む官能基が主要な官能基となり、O比の増加は硫黄を含む官能
基が増加したことに起因することが分かった。一方、表面観察から、円弧状ではなく、平
坦につぶれたような組織が多く見られ、この変化は官能基の大量の吸着のためであること
が示唆された。熱分析から、重量は大きな減少が見られ、加熱処理後のXP分析から大量
のO基および O基が脱離していることが分かった。希硫酸で処理したカーボンナノ
ファイバーは、濃硫酸で処理したカーボンナノファイバーと同じ傾向を示したが、O比
や官能基の相対量は濃硫酸で得られた量よりも小さくなった。表面観察から、面で粗い組
織が多く見られ、これは硫酸による効果に加え、酸による酸化効果もあることが示唆され
た。
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過酸化水素水で処理したカーボンナノファイバーは、日間処理してもO比や各官
能基の相対量は、ほとんど変化はなかった。しかし、表面観察から、筋状に粗い組織が見
られたことからも、酸素が吸着しないのではなく、吸着後即座に炭素を奪い、脱離したこ
とが推測され、表面への酸素の吸着または脱離速度が極端に速いことが推測された。
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